
 

 

 
 

 

６月６日、青森県つがる市立車力小学校の授業で田植え体験があり、米陸軍車力通信

所の関係者がボランティアとして参加し、当局は通訳支援を行いました。 

一緒に田植えをした５年生の児童からは「自分で田植えをしてみて、お米作りの大変

さがわかった。」、「英語で話しながら一緒に田植えができて楽しかった。」、米軍関係者

からは「初めて田植えをしたが、とてもリフレッシュできた。」、「今後どのように稲が

成長するか楽しみ。秋の稲刈りもぜひ参加したい。」などの感想が寄せられました。 

東北防衛局は、在日米軍と地域住民の方々の相互理解の一助となるよう、今後も様々

な形で活動してまいります。 

 


